
      令 和 ８ 年 ９ 月 号 

    都立城東特別支援学校 

   校 長  秋 本  友 美 

栄 養 士  木 村  由 美 

 

夏
なつ

休
やす

み明
あ

け、学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

を元
げん

気
き

に送
おく

るために、早
はや

寝
ね

・早
はや

起
お

きの規
き

則
そく

正
ただ

しい生
せい

活
かつ

を 心
こころ

がけ、朝
あさ

ごはんをしっかりと食
た

べましょう。 

 

 

  

 

 

 

 

～季
き

節
せ つ

の献
こ ん

立
だ て

～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～給食
きゅうしょく

の紹介
しょうかい

～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月
がつ

９日
か

は五
ご

節
せっ

句
く

の一
ひと

つ「 重
ちょう

陽
よう

の節
せっ

句
く

」です。 旧
きゅう

暦
れき

の９月
がつ

９日
か

は、現
げん

在
ざい

の 暦
こよみ

で

は10月
がつ

中
ちゅう

旬
じゅん

ごろに当
あ

たり、ちょうど菊
きく

の花
はな

が咲
さ

く時
じ

期
き

であったことから、「菊
きく

の節
せっ

句
く

」とも呼
よ

ばれます。菊
きく

の強
つよ

い香
かお

りで 病
びょう

気
き

や災
さい

難
なん

などを追
お

い払
はら

い、 長
ちょう

寿
じゅ

を祈
いの

りま

す。 給
きゅう

食
しょく

では、新 暦
しんれき

の９月
がつ

９日
か

に菊
きく

のお浸
ひた

しが出
で

ます。菊
きく

の 料
りょう

理
り

を食べて、健
けん

康
こう

を願
ねが

いましょう。 

 

夜
よ る

は早
は や

めに寝
ね

る 朝
あ さ

起
お

きたときに

日
に っ

光
こ う

を浴
あ

びる 

朝
あ さ

ごはんをよく

かんで食
た

べる 

 

十
じゅう

五
ご

夜
や

とは 昔
むかし

の 暦
こよみ

で8月
がつ

15日
にち

のことで、今年
こ と し

は9月
がつ

25日
にち

です。「 中 秋
ちゅうしゅう

の名月
めいげつ

」ともい

い、１年
ねん

で 最
もっと

も月
つき

がきれいに見
み

えることから、月
つき

を眺
なが

めるお月
つき

見
み

の風
ふう

習
しゅう

があります。 十
じゅう

五
ご

夜
や

は別
べつ

名
めい

、「いも名
めい

月
げつ

」ともいいます。ススキを飾
かざ

り、月
つき

見
み

だんご、 旬
しゅん

のくだものの他
ほか

にさつ

まいもや里
さと

いもなどをお供
そな

えして、 収
しゅう

穫
かく

に感
かん

謝
しゃ

します。 給
きゅう

食
しょく

では、さつまいもごはんが登
とう

場
じょう

します。 

A 

じゃがいもの揚
あ

げ浸
ひた

し 

（材
ざい

料
りょう

 ４人
にん

分
ぶん

） 

 

じゃがいも 320g 

揚
あ

げ 油
あぶら

   適宜
て き ぎ

 

 

砂
さ

糖
とう

  小
こ

さじ２ 強
きょう

 

しょうゆ 小
こ

さじ２ 

水  大
おお

さじ 1/2 

ごま 油
あぶら

  少 々
しょうしょう

 

作り方 

① いもは、皮
かわ

をむき 1.5 ㎝
センチ

角
かく

に

切
き

る。 

② いもを 160℃
ど

から 180℃
ど

の

油
あぶら

で揚
あ

げる。（ 給
きゅう

食
しょく

では揚
あ

げる前
まえ

に一度
い ち ど

蒸
む

しています） 

③ A の 調
ちょう

味
み

料
りょう

を合
あ

わせて、火
ひ

にかける。 

④ ③のタレと②を合
あ

わせる。 

今
こん

回
かい

はレシピ 紹
しょう

介
かい

をします 

★9月
がつ

のリクエスト 給
きゅう

食
しょく

でもリク

エストされた 料
りょう

理
り

です。 


